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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力される調光指示信号に応じて光源を駆動する光源駆動装置であって、
　前記調光指示信号がＰＷＭ調光指示信号であるか、またはＤＡＬＩ調光指示信号である
かを判断して所定の範囲の調光指示レベルを生成する指示レベル生成部と、
　複数の調光カーブに含まれる所望の調光カーブに応じて前記調光指示レベルから調光レ
ベルを生成する調光レベル生成部と、
　前記調光レベルから前記光源の駆動回路に依存した調光信号カーブに応じた調光信号を
生成して、当該調光信号を前記光源の前記駆動回路に出力する調光信号生成部と
　を備えることを特徴とする光源駆動装置。
【請求項２】
　前記調光レベル生成部は、前記調光カーブに対応した調光テーブルを参照して前記調光
レベルを生成することを特徴とする請求項１に記載の光源駆動装置。
【請求項３】
　前記調光信号生成部は、前記調光信号カーブに対応した調光信号テーブルを参照して、
前記調光信号を生成することを特徴とする請求項１に記載の光源駆動装置。
【請求項４】
　前記調光信号生成部は、前記調光信号カーブの下限点と上限点に対応する前記調光レベ
ルの区間で区切って線形補間することで、前記調光信号を生成することを特徴とする請求
項１に記載の光源駆動装置。
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【請求項５】
　前記調光信号テーブルは、前記調光レベルが小さい範囲では細かく区間が区切られてい
ることを特徴とする請求項３に記載の光源駆動装置。
【請求項６】
　入力される調光指示信号に応じて光源を駆動する光源駆動方法であって、
　前記調光指示信号がＰＷＭ調光指示信号であるか、またはＤＡＬＩ調光指示信号である
かを判断して所定の範囲の調光指示レベルを生成する指示レベル生成ステップと、
　複数の調光カーブに含まれる所望の調光カーブに応じて前記調光指示レベルから調光レ
ベルを生成する調光レベル生成ステップと、
　前記調光レベルから前記光源の駆動回路に依存した調光信号カーブに応じた調光信号を
生成して、当該調光信号を前記光源の前記駆動回路に出力する調光信号生成ステップと
　を備えることを特徴とする光源駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源駆動装置および光源駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光源駆動装置に対する調光指示信号の１つとして、ＰＷＭ（Pulse Width Modulation）
信号があり、そのデューティ比に応じて光源を調光する方法が知られている。一方、ヨー
ロッパを中心にＤＡＬＩ（Digital Addressable Lighting Interface、登録商標）と呼ば
れる国際規格が、主に施設用照明制御として普及している。この他に、一般に０～１０Ｖ
の制御信号を調光指示信号として入力し、その電圧値に応じて調光する方法（アナログ調
光、０－１０Ｖ調光）も知られている。
【０００３】
　調光指示信号には指示レベル（調光指示レベル）が含まれているが、この指示レベルと
光源の明るさ（光量、光源レベル）の関係は、一通りには決まっておらず、指示レベルと
調光レベルの関係、及び、駆動回路によって決まる。指示レベルと調光レベルの関係の例
として、指示レベルが一定量減少するときに調光レベルが一定比率で減少する関係（ログ
調光カーブで示される関係）、指示レベルと調光レベルが比例する関係（リニア調光カー
ブで示される関係）などがある。
【０００４】
　複数方式の調光指示信号と、指示レベルと光量の複数の関係とに対応するためには、そ
れぞれの調光指示信号方式に対応し、さらに指示レベルと調光レベルの複数の対応関係（
調光カーブ）、複数の駆動回路に対応できる調光制御の方法が必要となる。また、調光指
示信号、調光カーブ、および、駆動回路を選択するための切替え手段を設ける必要がある
。このために、部品点数が増加するとともに、光源駆動装置が大型化するという問題があ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１５－１７３０３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１に記載の技術は、１つの制御部（調光制御部）でＰＷＭとＤＡＬＩの調光指
示信号に対応可能である。しかしながら、複数の調光カーブや複数の駆動回路に対応する
方法は開示されていない。
　本発明は、このような問題を解決することを目指したものであり、１つの制御部で複数
方式の調光指示信号、複数の調光カーブ、複数の駆動回路に対応可能である光源駆動装置
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を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために本発明は、入力される調光指示信号に応じて光源を駆動する
光源駆動装置であって、前記調光指示信号がＰＷＭ調光指示信号であるか、またはＤＡＬ
Ｉ調光指示信号であるかを判断して所定の範囲の調光指示レベルを生成する指示レベル生
成部と、複数の調光カーブに含まれる所望の調光カーブに応じて前記調光指示レベルから
調光レベルを生成する調光レベル生成部と、前記調光レベルから前記光源の駆動回路に依
存した調光信号カーブに応じた調光信号を生成して、当該調光信号を前記光源の前記駆動
回路に出力する調光信号生成部とを備えることを特徴とする光源駆動装置である。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、１つの制御部で複数方式の調光指示信号、複数の調光カーブ、複数の
駆動回路に対応可能である光源駆動装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本実施形態に係る照明システムの全体構成を例示する図である。
【図２】本実施形態に係る光源駆動装置が備える制御部の構成を例示する機能ブロック図
である。
【図３】本実施形態に係る調光カーブを例示するグラフである。
【図４】本実施形態に係る光源駆動装置が備える記憶部に記憶される調光テーブルの構成
を例示する図である。
【図５】本実施形態に係る調光信号カーブを例示するグラフである。
【図６】本実施形態に係る光源駆動装置が備える記憶部に記憶される調光信号テーブルの
構成を例示する図である。
【図７】本実施形態に係る調光制御処理を示すフローチャートである。
【図８】本実施形態の変形例に係る光源駆動装置が備える記憶部に記憶される調光信号カ
ーブの下限点と上限点のデータ構成を例示する図である。
【図９】本実施形態の変形例に係る調光信号カーブの線形補間を説明するための図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
≪全体構成≫
　図１は、本実施形態に係る照明システム１の全体構成を例示する図である。照明システ
ム１は、リモコン１０と、光源駆動装置２０と、照明装置３０とを有する。照明装置３０
は、光源３０１を備える。
【００１１】
　リモコン１０は、例えば壁面に取り付けられるダイヤル（不図示）付きのコントローラ
であり、ダイヤルが回された角度に応じた指示レベルを含む調光指示信号を光源駆動装置
２０に対して出力する。調光指示信号には、ＰＷＭ方式とＤＡＬＩ方式とがある。ＰＷＭ
方式の指示レベルは、０～６５５３５の段階があり、ＤＡＬＩ方式では０～２５４の段階
がある。いずれの方式でも指示レベル０は電源オフに対応する。
【００１２】
　光源駆動装置２０は、リモコン１０から調光指示信号が入力され、調光指示信号に含ま
れる指示レベルに応じた直流電流を光源３０１に出力することで、指示レベルに応じた明
るさになるように光源３０１を駆動する。光源駆動装置２０は、インタフェース回路２０
１と、制御部４０と、記憶部２０２と、駆動回路２０３と、ＡＣ／ＤＣ変換部２０４とを
備える。
【００１３】
　インタフェース回路２０１は、入力される調光指示信号をシリアル信号に変換して、制
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御部４０に出力する。調光指示信号は、ＰＷＭ調光指示信号またはＤＡＬＩ調光指示信号
である。インタフェース回路２０１は、例えばアナログ回路で構成されて、広い電圧幅の
差動信号である調光指示信号をマイコン（後述の制御部４０）に対応したシリアル信号に
変換し、電気的に絶縁する機能を有する。
【００１４】
　制御部４０は、例えばマイコンで構成され、インタフェース回路２０１から入力される
シリアル信号に応じた調光信号を駆動回路２０３に出力する。シリアル信号には、ＰＷＭ
調光指示信号またはＤＡＬＩ調光指示信号の指示レベルが含まれており、制御部４０は、
この指示レベルと、調光カーブと、駆動回路とに応じた調光信号を出力する。シリアル信
号に含まれる指示レベルは、調光信号のデューティ比に反映される。制御部４０の構成に
ついては、図２を参照して詳しく後述する。
【００１５】
　記憶部２０２は、調光テーブル記憶域２０７と調光信号テーブル記憶域２０８とを備え
るＲＯＭ（Read Only Memory）、または、制御部４０を構成するマイコンに含まれるＲＯ
Ｍであってもよいし、他の形態でもよい。
【００１６】
　調光テーブル記憶域２０７は、調光カーブを近似するテーブル形式のデータの記憶領域
であり、ログ調光カーブを近似するログ調光テーブル２０７１と、リニア調光カーブを近
似するリニア調光テーブル２０７２とを格納している。なお、その他の調光カーブを用い
るときには、当該調光カーブを近似するテーブルを備える。照明システム１の設置時に調
光カーブを設定する場合、または、使用時に調光カーブを変更する場合には、これらの調
光テーブルを変更する。調光カーブおよび調光テーブルについては、それぞれ図３と図４
を参照して詳しく後述する。
【００１７】
　調光信号テーブル記憶域２０８は、調光レベルと調光信号のデューティ比との対応関係
（調光信号カーブ）を近似するテーブル形式のデータの記憶領域であり、調光信号テーブ
ル２０８１を備えている。調光信号カーブは、駆動回路２０３に依存しており、照明シス
テム１を設置するときに駆動回路２０３に合わせて複数の調光信号テーブル２０８１から
１つを選択する。または、駆動回路２０３に合わせて１つ存在する調光信号テーブル２０
８１を書き換えてもよい。調光信号カーブおよび調光信号テーブルについては、それぞれ
図５と図６を参照して詳しく後述する。
【００１８】
　駆動回路２０３は、光源３０１に対応した直流電流を電源として供給する装置である。
制御部４０から入力された調光信号のデューティ比に応じた直流電流が供給されることに
より、光源３０１の明るさ（光量）が変化する。
　ＡＣ／ＤＣ変換部２０４は、商用電源（不図示）からの交流電力を直流電力に変換して
、駆動回路２０３に直流電力を供給する装置である。
【００１９】
≪制御部の構成≫
　図２は、本実施形態に係る光源駆動装置２０が備える制御部４０の構成を例示する機能
ブロック図である。制御部４０は、指示レベル生成部４１と、調光レベル生成部４２と、
調光信号生成部４３とを備える。
【００２０】
　指示レベル生成部４１は、インタフェース回路２０１から入力されたシリアル信号がＰ
ＷＭ調光指示信号に基づく信号か、ＤＡＬＩ調光指示信号に基づく信号かを判断する。さ
らに、指示レベル生成部４１は、ＰＷＭ調光指示信号またはＤＡＬＩ調光指示信号に含ま
れる指示レベルを取得して、調光レベル生成部４２に出力する。指示レベル生成部４１は
、信号判断部４１１と、ＤＡＬＩ検出部４１２と、ＰＷＭ検出部４１３と、変換部４１４
とを備える。
【００２１】
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　信号判断部４１１は、シリアル信号がＰＷＭ調光指示信号に基づくか、ＤＡＬＩ調光指
示信号に基づくかを判断し、ＰＷＭ調光情報をＰＷＭ検出部４１３に出力するか、または
、ＤＡＬＩ命令情報をＤＡＬＩ検出部４１２に出力する。ＤＡＬＩ命令情報は、アドレス
（例えば、リモコン１０に複数の光源駆動装置２０が接続された照明システム１における
光源駆動装置２０の識別番号やグループ番号）やコマンド、ＤＡＬＩ調光情報を含む。
【００２２】
　ＤＡＬＩ検出部４１２は、入力されたＤＡＬＩ命令情報からＤＡＬＩ調光情報を取得し
、その指示レベルを調光レベル生成部４２に出力する。指示レベルは、０～２５４の値で
ある。
　ＰＷＭ検出部４１３は、入力されたＰＷＭ調光情報のデューティ比を計測し、デューテ
ィ比が０％のときはＰＷＭレベルを０、デューティ比が１００％のときはＰＷＭレベルを
６５５３５として、変換部４１４に出力する。
　変換部４１４は、入力されたＰＷＭレベルを指示レベルに変換して、調光レベル生成部
４２に出力する。
【００２３】
　調光レベル生成部４２は、指示レベルを調光レベルに変換する。調光レベルは０～１０
０の値である。変換には、リニア調光カーブに基づく変換とログ調光カーブに基づく変換
があるが、他の調光カーブに基づいた変換でもよい。
【００２４】
　図３は、本実施形態に係る調光カーブを例示するグラフである。横軸は指示レベルであ
り、縦軸は調光レベルである。破線で示されるグラフは、リニア調光カーブ５１であり、
０～２５４の指示レベルをリニアに０～１００の調光レベルに変換することを示している
。実線で示されるグラフは、ログ調光カーブ５２であり、０～２５４の指示レベルを指数
関数カーブに基づいて０～１００の調光レベルに変換することを示している。ログ調光カ
ーブ５２は、指示レベルをｎ、調光レベルをＸ（ｎ）として式（１）に示される関数のグ
ラフである。指示レベルがおおよそ２５増えるごとに、調光レベルは倍になる。リニア調
光カーブ５１に比べてログ調光カーブ５２は、人の目の反応度合いに近く、特に低いレベ
ルの調光がしやすくなる。
【００２５】
【数１】

【００２６】
　図４は、本実施形態に係る光源駆動装置２０が備える記憶部２０２に記憶される調光テ
ーブルの構成を例示する図である。図４（ａ）は、ログ調光カーブ５２に基づいて指示レ
ベルを調光レベルに変換するときに使われるログ調光テーブル２０７１であり、指示レベ
ルの列６１１と調光レベルの列６１２から構成される。各レコード（行）は、指示レベル
に対応するログ調光カーブ５２に基づく調光レベルを示す。図４（ｂ）は、リニア調光カ
ーブ５１に基づいて指示レベルを調光レベルに変換するときに使われるリニア調光テーブ
ル２０７２であり、指示レベルの列６１３と調光レベルの列６１４から構成される。各レ
コードは、指示レベルに対応するリニア調光カーブ５１に基づく調光レベルを示す。
【００２７】
　図２の説明に戻り、調光信号生成部４３は、入力された調光レベルに応じたデューティ
比の調光信号を駆動回路２０３に出力する。調光レベルと調光信号のデューティ比の対応
関係は、駆動回路２０３に依存しており、調光信号カーブで示すことができる。
【００２８】
　図５は、本実施形態に係る調光信号カーブを例示するグラフである。横軸は調光レベル
であり、縦軸は調光信号のデューティ比（％）である。
　機種Ａの駆動回路に対応した太い実線で示される調光信号カーブ５６は、調光レベルが
０～６０の間では調光信号のデューティ比が４０～７０％にリニアに変化し、調光レベル



(6) JP 6580080 B2 2019.9.25

10

20

30

40

50

が６０以上では調光信号のデューティ比は７０％のままである。
【００２９】
　デューティ比の下限値は４０％であり、この下限値となる調光レベルの最大値は０であ
る。また、デューティ比の上限値は７０％であり、この上限値となる調光レベルの最小値
は６０である。以下、この下限値と上限値に関して、下限点５６Ｌが（０，４０）、上限
点５６Ｕが（６０，７０）とも記す。
【００３０】
　機種Ｂの駆動回路に対応した細い実線で示される調光信号カーブ５７は、調光レベルが
０～２０の間では調光信号のデューティ比は３０％のままであり、調光レベルが２０～１
００の間では調光信号のデューティ比は３０～９０％までリニアに変化する。下限点５７
Ｌは（２０，３０）、上限点５７Ｕが（１００，９０）である。
【００３１】
　機種Ｃの駆動回路に対応した点線で示される調光信号カーブ５８は、調光レベルが０～
３０の間では調光信号のデューティ比は１０％のまま、調光レベルが３０～８０の間では
調光信号のデューティ比は１０～５０％までリニアに変化して、調光レベルが８０以上で
は調光信号のデューティ比は５０％のままである。下限点５８Ｌは（３０，１０）、上限
点５８Ｕが（８０，５０）である。
【００３２】
　図６は、本実施形態に係る光源駆動装置２０が備える記憶部２０２に記憶される調光信
号テーブル２０８１の構成を例示する図である。調光信号テーブル２０８１は、調光信号
カーブ５６に基づいて調光レベルを調光信号に変換するときに使われるテーブル形式のデ
ータであり、調光レベルの列６３１と調光信号のデューティ比の列６３２から構成される
。各レコードは、調光レベルに対応する調光信号カーブ５６に基づく調光信号でのデュー
ティ比（％）を示す。
【００３３】
≪調光制御処理≫
　図７は、本実施形態に係る調光制御処理を示すフローチャートである。図７を参照しな
がら、光源駆動装置２０の調光制御処理を説明する。
　ステップＳ４０において、インタフェース回路２０１が、リモコン１０から入力された
調光指示信号に応じたシリアル信号を生成して、制御部４０の信号判断部４１１に出力す
る。
【００３４】
≪指示レベル生成ステップ≫
　ステップＳ４１において、信号判断部４１１は、入力されたシリアル信号がＰＷＭ調光
指示信号に基づくか、ＤＡＬＩ調光指示信号に基づくかを判断する。ＤＡＬＩ調光指示信
号には、リモコン１０から光源駆動装置２０に送信されるForwardフレームが含まれてお
り、２つのForwardフレームの間には所定時間の休止期間がある。このForwardフレームに
基づくシリアル信号や休止期間を解析することで、信号判断部４１１は、シリアル信号が
ＰＷＭ調光指示信号に基づくか、ＤＡＬＩ調光指示信号に基づくかを判断する。
【００３５】
　ステップＳ４２において、信号判断部４１１は、シリアル信号がＰＷＭ調光指示信号に
基づくと判断したときにはステップＳ４３に進み、ＤＡＬＩ調光指示信号に基づくと判断
したときにはステップＳ４６に進む。
　ステップＳ４３において、シリアル信号がＰＷＭ調光指示信号に基づくと判断した信号
判断部４１１が、ＰＷＭ調光情報をＰＷＭ検出部４１３に出力する。
【００３６】
　ステップＳ４４において、ＰＷＭ検出部４１３は、入力されたＰＷＭ調光情報からＰＷ
Ｍレベルを取得し、変換部４１４に出力する。
　ステップＳ４５において、変換部４１４は、ＰＷＭレベルを指示レベルに変換して、調
光レベル生成部４２に出力する。ＰＷＭレベルは０～６５５３５の値、指示レベルは０～



(7) JP 6580080 B2 2019.9.25

10

20

30

40

50

２５４の値であって、ＰＷＭレベルに２５４を乗じ、６５５３５で除することで変換する
ことができる。または、通常の除演算よりも処理負荷の軽い８ビット右シフト処理を利用
して、指示レベルを算出してもよい。すなわち、８ビット右シフトして２５６で除した値
を求め、この値が２５４を超えたときには２５４として、指示レベルを算出してもよい。
【００３７】
　ステップＳ４６において、シリアル信号がＤＡＬＩ調光指示信号に基づくと判断した信
号判断部４１１が、ＤＡＬＩ命令情報をＤＡＬＩ検出部４１２に出力する。
　ステップＳ４７において、ＤＡＬＩ検出部４１２は、入力されたＤＡＬＩ命令情報から
ＤＡＬＩ調光情報を取得し、その指示レベルを調光レベル生成部４２に出力する。
【００３８】
≪調光レベル生成ステップ≫
　ステップＳ４８において、調光レベル生成部４２が、調光テーブルを参照して入力され
た指示レベルを調光レベルに変換して、調光信号生成部４３に出力する。調光テーブルが
ログ調光テーブル２０７１（図４（ａ）参照）である場合の変換方法を以下に説明する。
【００３９】
　調光レベル生成部４２は、入力された指示レベルを指示レベルの列６１１にある値に切
り上げて、切り上げた指示レベルに対応する調光レベルに変換する。例えば、指示レベル
が１０７であれば、１０７以上の最小の値である１２５に切り上げて、調光レベルは３と
する。
　調光レベル生成部４２は、ログ調光テーブル２０７１にある値で線形補間して指示レベ
ルを調光レベルに変換もよい。例えば、指示レベルが１８０であれば、指示レベルが１７
５と２００の間で線形補間して調光レベルを１４とする。リニア調光テーブル２０７２や
別の調光テーブルを用いた場合でも、調光レベル生成部４２は同様な方法で、指示レベル
を調光レベルに変換できる。
【００４０】
≪調光信号生成ステップ≫
　ステップＳ４９において、調光信号生成部４３が、調光信号テーブル２０８１（図６参
照）を参照して入力された調光レベルに応じたデューティ比の調光信号を生成して、駆動
回路２０３に出力する。調光レベルからデューティ比を算出する方法は、ステップＳ４８
と同様である。但し、調光レベルが０ならば、デューティ比は０％と算出する。
【００４１】
≪変形例≫
　上記の実施形態では、調光信号生成部４３は、調光信号テーブル２０８１を参照して調
光レベルから調光信号のデューティ比を算出していた。調光信号生成部４３が、調光信号
テーブル２０８１の代わりに下限点と上限点からデューティ比を算出する方法を以下に説
明する。
【００４２】
　図８は、本実施形態の変形例に係る光源駆動装置２０が備える記憶部２０２に記憶され
る調光信号カーブの下限点と上限点のデータ構成を例示する図である。図８（ａ）は、調
光信号カーブ５６の下限点と上限点を示すデータである。下限点の調光レベル６２１、下
限点の調光信号のデューティ比６２２、上限点の調光レベル６２３、上限点の調光信号の
デューティ比６２４の順に並ぶ配列形式のデータである。
【００４３】
　入力された調光レベルが下限点の調光レベル６２１である０以下なら、調光信号生成部
４３は、下限点の調光信号のデューティ比６２２である４０％と算出する。入力された調
光レベルが上限点の調光レベル６２３である６０以上なら、調光信号生成部４３は、上限
点の調光信号のデューティ比６２４である７０％と算出する。入力された調光レベルが下
限点の調光レベル６２１である０と上限点の調光レベル６２３である６０との間なら、調
光信号生成部４３は、（０，４０）と（６０，７０）を結ぶ線を用いて線形補間する。例
えば、調光レベルが３０なら、調光信号生成部４３は、デューティ比を５５％と算出する
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。但し、調光レベルが０ならば、デューティ比は０％と算出する。
【００４４】
　図８（ｂ）は、３つの調光信号カーブ（５６～５８）の下限点と上限点を格納した表形
式のデータである。駆動回路の機種６４１と、下限点の調光レベル６４２と、下限点の調
光信号のデューティ比６４３と、上限点の調光レベル６４４と、上限点の調光信号のデュ
ーティ比６４５との５つの列からなる。各レコードが、調光信号カーブの下限点と上限点
を示す。調光レベルから調光信号のデューティ比を算出する方法は、図８（ａ）と同様で
ある。
【００４５】
　図８（ａ）で説明したように、調光信号テーブル２０８１の代わりに調光信号カーブの
下限点と上限点を用いることで、記憶部２０２の容量を削減するという効果が得られる。
また、図８（ｂ）で説明したように、予め複数の調光信号カーブの下限点と上限点を記憶
部２０２に格納しておくことで、駆動回路２０３ごとに記憶部２０２を書き換える手間を
削減する効果が得られる。
【００４６】
　図８では、調光信号カーブの下限点と上限点で線形補間することで、調光レベルから調
光信号のデューティ比を算出する方法を示した。これは、調光信号カーブが、下限点より
左と上限点の右では調光信号カーブが平坦であり、下限点と上限点の間ではほぼ直線であ
ることを利用して、調光信号カーブを近似してデューティ比を算出する方法である。平坦
ないしは直線の部分が少ない調光信号カーブに対して、調光レベルが小さい範囲では細か
な区間で区切って、線形補間するようにしてもよい。
【００４７】
　図９は、本実施形態の変形例に係る調光信号カーブの線形補間を説明するための図であ
る。調光信号カーブ５９は、機種Ｄの駆動回路に対応した調光信号カーブである。グラフ
上の線形補間端点（５９Ａ～５９Ｇ）は、線形補間する直線（線分）の端点である。調光
レベルが小さい範囲では、調光信号テーブル２０８１（図６参照）の調光レベルの列６３
１は細かな区間で区切られ、細かく線形補間される。
　人の目の反応度合いは暗いほど高いので、調光レベルが低い範囲では調光レベルを細か
く区切り補間区間を細かくすることで、補間の誤差を小さくすることができ、記憶部の容
量増大を抑えつつ暗い光の調光を容易にすることができる。
【００４８】
　ステップＳ４８において調光レベル生成部４２がリニア調光カーブ５１を用いて指示レ
ベルを調光レベルに変換するときには、リニア調光テーブル２０７２（図４（ｂ）参照）
を参照して変換していた。線形補間するために、指示レベルに１００を乗じた後に２５４
で除することによって変換してもよい。
【００４９】
≪効果≫
　以上に説明したように、指示レベル生成部４１が出力した指示レベルを、調光レベル生
成部４２が調光テーブルを参照して調光レベルに変換している。ＰＷＭ調光指示信号とＤ
ＡＬＩ調光指示信号のそれぞれから調光レベルを算出する場合に、それぞれの指示レベル
と調光レベルの対応テーブルを記憶部２０２に格納して参照する方法に比べて、本発明で
は記憶部２０２の容量を削減することができる。
【００５０】
　また、照明システム１の利用者が複数の調光カーブを切り替えて調光する場合には、削
減容量がさらに大きくなる。例えば、２種類の調光指示信号、３種類の調光カーブの場合
に、従来技術では６つの指示レベルと調光レベルの対応テーブルが必要であった。しかし
、本発明では３つの調光テーブルがあればよく、３つの調光テーブルに相当する記憶部２
０２の容量を削減でき、記憶部２０２ないしは記憶部２０２を備えるマイコンのコストを
削減できる。
　利用者が調光カーブを切り替えないのであれば、１つの調光テーブルだけを備えればよ
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【００５１】
　調光テーブルを入れ替えることで、ログ調光カーブとリニア調光カーブ以外の調光カー
ブにも対応することができる。また、ＰＷＭとＤＡＬＩ以外の調光指示信号に対しても、
指示レベル生成部４１が当該調光指示信号に対応することで、調光テーブルを増やすこと
なく、当該調光指示信号の指示レベルを調光カーブに応じた調光レベルに変換することが
できる。
【００５２】
　調光信号生成部４３は、調光信号テーブル２０８１を参照して、指示レベルに対応する
デューティ比の調光信号を駆動回路２０３に出力する。制御部４０は、調光信号テーブル
２０８１を変更することで、複数の駆動回路に対応することができ、開発・製造コストを
削減することができる。また、例えば光源駆動装置を量産する場合、制御部４０は調光信
号テーブル２０８１を変更することで、部品の製品ばらつき（特性）による駆動回路２０
３が出力する直流電流のばらつきを補正することができる。
【００５３】
　図８に示したように、調光信号テーブル２０８１の代わりに、調光信号カーブの下限点
と上限点を参照することで、記憶部２０２の容量が削減でき、コストを削減できる。また
、図９に示したように、調光信号カーブを線形補間するときに、調光レベルが小さい範囲
では、細かな区間で区切って線形補間することで、人の目の反応度合いを考慮して誤差が
小さくなるように調光信号のデューティ比を算出できる。
【符号の説明】
【００５４】
１　　　照明システム
１０　　リモコン
２０　　光源駆動装置
２０１　インタフェース回路
２０２　記憶部
２０３　駆動回路
２０４　ＡＣ／ＤＣ変換部
２０７　調光テーブル記憶域
２０７１　ログ調光テーブル
２０７２　リニア調光テーブル
２０８　調光信号テーブル記憶域
２０８１　調光信号テーブル
３０　　照明装置
３０１　光源
４０　　制御部
４１　　指示レベル生成部
４１１　信号判断部
４１２　ＤＡＬＩ検出部
４１３　ＰＷＭ検出部
４１４　変換部
４２　　調光レベル生成部
４３　　調光信号生成部
５１　　リニア調光カーブ
５２　　ログ調光カーブ
５６、５７、５８、５９　調光信号カーブ
５６Ｌ、５７Ｌ、５８Ｌ　下限点
５６Ｕ、５７Ｕ、５８Ｕ　上限点
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